
第1回
日本トラウマインフォームドケア学会

学術集会

その「ふるまい」が語りかけるもの
～トラウマインフォームドの視点から，安心を共に創る～

Japanese Society for Trauma-Informed Care

日本トラウマインフォームドケア学会

開催日
２０２６年

１１月２８日（土） 9：30-17：00
(受付 9：00～）

会 場
金城大学 松任キャンパス

〒924-0865 石川県白山市倉光1丁目250番地

会 長 ： 一ノ山 隆司

金城大学看護学部･公衆衛生看護専攻科
大学院総合リハビリテーション学研究科/教授

基調講演 ： 片山 典子 湘南医療大学大学院

https://1st.conference.jstic2026.com

学術集会ホームページ 事前申し込み

事務局 E-mail : jstic@kinjo.ac.jp

会員募集中
年会費：5,000円



第1回日本トラウマインフォームドケア学会学術集会プログラム

近年，虐待，暴力，災害，社会的孤立等が個人や地域社会に及ぼす深刻な影響が
浮き彫りとなっています。この課題に対し，組織や社会全体がトラウマの影響を
理解し，それを前提に関りをもつ「トラウマインフォームドケア 研究会 2025 in 
Ishikawa」を契機に，全国規模の専門的ネットワークとして設立し，医療・保健・
福祉・教育・司法・行政・研究，そして当事者や家族といった多様な立場の人々が
協働し，実践と研究の質を高めることを目的とします。

会長講演

テーマ：トラウマインフォームドケアは，なぜ今，学会となるのか
－現場の学びから，学術と文化へ－

講 師 ： 一ノ山 隆司 （金城大学）

座 長 ： 境 美砂子 （金城大学）

基調講演
テーマ：トラウマインフォームドケアがもたらす安心の共創
講 師 ： 片山 典子 （湘南医療大学大学院）

座 長 ： 一ノ山 隆司 （金城大学）

記念講演
講 師 ： Charles St. Louis

座 長 ： 上野 栄一 （宝塚医療大学）
通訳付き

教育講演

テーマ： トラウマインフォームドケアの本質
～共にはぐくむ安心～

講 師 ： 亀岡 智美 （兵庫県立こころのケアセンター）

座 長 ： 上田 智之 （九州看護福祉大学）

シンポジウム
テーマ：『安全』を組織の文化にする

－個人の努力を超えた，トラウマインフォームドな組織づくり－

シンポジジスト： 山内 典子 （東女子医科大学）

岡山 多寿 （明石こころのホスピタル）

柳田 崇姉 （紫雲会横浜病院）

雪田 貴史 （九州看護福祉大学）

一般演題
研究報告・実践報告

座長：後藤 恵 （奈良文化高等学校）
座長：小島 瞳 （松原病院）

学会参加費 会員：5,000円 一般：7,000円


